
古屋星斗氏「一人ひとりが自律的に成長する『育て方改革』」

リクルートワークス研究所

武部美紀氏
「 “サイボウズ式 ”キャリア自律」
サイボウズ株式会社

江崎舞氏 ⁄ 遠田純氏 ⁄ 南井厚美氏
「新入社員のオンボーディングを上司 &先輩が全力サポート！」
コクヨ株式会社

花田光世氏
「どんな状況にも対応できる総合力を伸ばす」
慶應義塾大学名誉教授

田中節子氏代表理事

「『心理的安全性』を高めれば若手社員が輝く」
一般社団法人日本産業カウンセラー協会

若手社員の
キャリア形成を

応援

早期
離職防止

早期
離職防止ガイドブガイドブッックク

若手社員が辞めない会社づくり
令和
7年度

早
期
離
職
防
止
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
　
令
和
7
年
度

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
・
ヤ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

東京しごとセンター・ヤングコーナー
公正な採用選考のために

東京都では、就職の機会均等を確保するため、応募者本人の適性や能力に基づく公正な採用選考を推進しています。
詳細は、TOKYOはたらくネット（ https://www.hataraku.metro.tokyo.lg.jp/）をご覧ください。











































POINT

時代が変わればOJTプログラムも、教
え方も変わる。自社のOJTが本当に機
能しているのか、持続的な成長につな
がっているか、見直すことから始める。

「背中を見て学べ」のOJTでは、若手社
員はついていかない。育成計画をもとに
した戦略的なOJTプログラムを用意す
る。

現在ひと昔前

・技術の伝承

・ 先輩の背中を見て、 
技を学べ！

・師匠と弟子

・叱咤激励

・じっくり育てる

・ 短期間でスキルを 
習得する必要がある

・  経験する前に、 
まずは学習する

・ほめて伸ばす

効率化による
スピードの変化

求められるスキルの
質と量の変化

コミュニケーションの
とり方の変化

OJT実施前に、育成担当や上司と若手社員の双方がOJTの目
標を理解しているか、共有すること。また、育成担当にも育成
方法や若手社員との接し方についてレクチャーしておく。
OJT実施中は若手社員の成長・習得具合によってやり方を変
更するなど臨機応変に取り組もう。管理者や上司は育成担当
のフォローも忘れずに。

「どのような人材に成長してほしいか」を明確にし、そこから優
先順位をつけてみる。すると、その能力を習得するのに必要な
期間が予測できるはず。若手社員にとっても、育成担当にとっ
ても、OJTを行う目標となる大事な項目なので、OJT計画シー
トを作成するなどして、具体的かつ明確に決定しておく。

可能ならば、若手社員と年齢の近い、入社数年の社員が望ましい。
候補者の業務状況や指導力、若手社員との相性などを加味し、
人選しよう。また、育成担当になることで、育成担当自身の成
長にもつながることを知らせ、育成担当の意欲をかきたてる。

OJT終了時には、育成担当、若手社員、上司等を交えて効果測
定をする。新入社員のよいところは評価し、問題があれば解決
策をアドバイスし、今後の成長に向けた課題を確認する。効果
測定は新入社員の不安や悩みをすくい上げる機会でもあるので、
しっかりと時間をとって面談しよう。

適任者の人選
育成担当に誰を任命するか、検討する。

OJT計画の立案
OJTの内容、目標設定、期間、予算、 
人員等を決める。

効果測定
OJTが計画どおり進んでいるか、目標の 
達成状況を確認し、評価する。

OJTの実施
計画に基づき実践する。育成担当はもち
ろん、上司も一緒に新入社員のフォロー
を適宜行う。

OJTの基本的な組み立て方
OJTを効果的に進めていくために必要なフローを紹介します。
▶東京しごとセンター・ヤングコーナーのHPに掲載しているOJT計画シートを参考にしてみよう。
　https://tokyoshigoto-young.jp/company#sr_gb

For

経営陣 育成担当

For

時代とともに変化する会社や若手社員の価値観に合わせて、OJTの在り方も変化しています。今の時
代にはどんなOJTが必要とされているのでしょうか。

今の時代にマッチしたOJTの在り方とは

OJT きほんの〝き〟

POINT

﹁
見
て
学
ぶ
﹂だ
け
の

O
J
T
で
は
足
り
な
い
時
代

　

P
A
R
T
4
で
は「
O
J
T
」に
つ

い
て
深
掘
り
し
て
い
き
ま
す
。

　

す
で
に
多
く
の
会
社
が
O
J
T
を

通
じ
た
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
も
そ
も
今
行
う
べ
き
O
J
T
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

と
い
う
の
も
、
時
代
の
変
化
に
伴
い

O
J
T
の
在
り
方
も
変
わ
っ
て
き
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

ひ
と
昔
前
な
ら
ば
、先
輩
社
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
方
法
で
、若
手
社
員
に
技
術

を
伝
承
す
る
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。そ
こ
で
の
先
輩
社
員
と
若

手
社
員
は
、ま
る
で
師
匠
と
弟
子
の
よ

う
な
関
係
で
あ
り
、若
手
社
員
は
先
輩

社
員
の
そ
ば
に
つ
き
、「
背
中
を
見
て
」

真
似
を
す
る
こ
と
で
技
術
を
学
び
取
っ

て
い
ま
し
た
。先
輩
社
員
の
や
り
方
を

「
見
て
学
ぶ
」の
が
、か
つ
て
の
O
J
T

だ
っ
た
の
で
す
。し
か
し
、ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
手
法
や
内
容
は
属
人
的
で
あ
り
、

教
え
る
人
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、積
極
的
に
教

え
な
い
た
め
、必
然
的
に
時
間
が
か
か
っ

て
い
ま
し
た
。

　
「
見
て
学
ぶ
」と
い
っ
て
も
、仕
事
の

流
れ
を
全
く
知
ら
な
い
若
手
社
員
が
相

手
だ
と
、単
に
仕
事
を
見
せ
る
だ
け
で

は
伝
わ
り
に
く
い
も
の
で
す
。現
実
に

は
、教
え
る
側
も
相
当
の
手
間
を
掛
け

て
指
導
す
る
の
で
す
が
、そ
の
手
間
が

嫌
わ
れ
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。「
O

（
お
ま
え
ら
）」「
J（
じ
ぶ
ん
で
）」「
T

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ろ
よ
）」と
ば
か
り

に
、新
入
社
員
を
放
置
し
て
し
ま
う
の

で
す
。

﹁
叱
咤
激
励
﹂か
ら

﹁
ほ
め
て
伸
ば
す
﹂へ

　

時
代
が
変
わ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
環
境
や

若
手
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
と
り
方
も
変
化
し
ま
し
た
。結
果
よ

り
戦
略
的
な
O
J
T
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
が
、現
在
の
状
況
だ

と
い
え
ま
す
。

　

技
術
革
新
の
サ
イ
ク
ル
も
速
く
な
り
、

よ
り
短
期
間
で
の
ス
キ
ル
習
得
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
O
J
T

を
通
じ
て
若
手
社
員
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
、

先
輩
社
員
が
教
え
る
べ
き
こ
と
を
し
っ

か
り
と
見
え
る
化
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す

る
会
社
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、飲
食
店

に
お
い
て
は
ど
う
し
た
ら「
店
長
」に
な

れ
る
の
か
な
ど
、道
筋
を
明
ら
か
に
す

る
。「
い
つ
ま
で
に
何
を
学
ぶ
べ
き
か
」

「
何
を
学
ん
だ
ら
ど
ん
な
評
価
を
受
け

る
の
か
」等
を
標
準
化
す
る
こ
と
で
、教

わ
る
側
・
教
え
る
側
の
労
力
を
省
き
な

が
ら
、店
長
育
成
の
ス
ピ
ー
ド
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。か
つ
て
は

先
輩
社
員
の「
叱
咤
激
励
」で
人
材
の
成

長
を
促
し
て
い
ま
し
た
が
、現
代
の
若

手
社
員
は
幼
い
頃
か
ら
叱
ら
れ
慣
れ
て

い
ま
せ
ん
。む
し
ろ「
ほ
め
て
伸
ば
す
」

育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、今
や
O
J
T
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
計
画
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。例

え
ば
、先
輩
社
員
の
選
定
に
お
い
て
も

「
社
員
な
ら
誰
で
も
よ
い
」と
い
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。業
務
に
精
通
し
て

い
る
こ
と
は
当
然
と
し
て「
人
に
も
の

を
教
え
ら
れ
る
」人
材
を
配
置
す
る
の

が
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。目
標
設
定

も
重
要
で
す
。つ
ま
り「
い
つ
ま
で
に
・

ど
こ
ま
で
育
て
る
か
」。会
社
と
育
成
担

当
、若
手
社
員
の
三
者
が
こ
の
目
標
を

共
有
し
て
お
く
こ
と
が
、ス
ム
ー
ズ
な

O
J
T
の
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。

PA RT

本
気
で
取
り
組
む
O
J
T

O
J
T
の
組
立
て
方

PART

4
本
気
で
取
り
組
む
O
J
T
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POINT

経営陣

営業職の場合

育成担当を見て覚える期間＜同行＞
指導する若手社員を実際に顧客先に同行させ、営業
の現場を見せる。社会人としてのマナーや言葉遣い
など、基本的なことはもちろん、どんな顧客がいる
のかなども覚えてもらう。

若手社員にやらせてみる
営業の一連の流れを教えるために、顧客のアポ取り
から電話での応対、必要書類の準備、顧客先での営
業方法、営業後の顧客フォロー等もやらせてみる。

若手社員に任せる
営業のノウハウを指導したら、今度は実際に若手社
員に仕事を任せる。若手社員にとってはアポ取りす
ら緊張してしまい、最初はうまくできないだろう。
若手社員からの質問には適宜回答しつつ、最後まで
自分で責任を持ってやってもらう。

育成担当や上司が検証する
仕事を任せながら、若手社員のよいところや課題を確
認し、フィードバックする。その際に、若手社員が抱えて
いる疑問や悩みもすくい上げ、解決策をアドバイスする。

OJTの取組例
具体的にどのようにOJTを進めていくとよいのか、営業職の場合を例に見てみましょう。

For

経営陣 育成担当

For
OJTの基本は見せて覚えさせる、やらせ
て覚えさせる、任せて覚えさせるの3つ。
このプロセスを経ることでより効果が 
期待できる。

OJTの在り方は一様ではない。一足飛
びに成長させることも難しい。育成にあ
たる担当者の負担もケアしながら、じっ
くり見守りたい。

若手社員が成長するために必要なOJTのプロセスです。仕事内容や若手社員の習熟度に合わせて、ア
レンジしながら取り組みましょう

OJTで効果的に若手社員を成長させるために

OJTの実践のポイント 見
せ
る・や
ら
せ
る・任
せ
る

O
J
T
の
プ
ロ
セ
ス

　
O
J
T
に
は
、効
果
的
に
若
手
社
員

を
成
長
さ
せ
る
た
め
の
有
効
な
ス
テ
ッ

プ
が
あ
り
ま
す
。仕
事
の
実
践
を
通
じ

て
学
ぶ
の
が
O
J
T
と
は
い
え
、入
社

し
た
ば
か
り
の
若
手
社
員
に
い
き
な
り

仕
事
を
任
せ
た
り
、入
社
数
か
月
た
っ

た
若
手
社
員
に
ず
っ
と
見
学
ば
か
り
さ

せ
て
い
て
も
、成
長
は
期
待
で
き
ま
せ

ん
。

　
大
き
く
分
類
す
れ
ば「
見
せ
て
覚
え

さ
せ
る
」「
や
ら
せ
て
覚
え
さ
せ
る
」「
任

せ
て
覚
え
さ
せ
る
」と
い
う
3
つ
の
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
、技
術
や
知
識
を
習
得

し
て
い
く
の
が
O
J
T
だ
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。若
手
社
員
の
成
長
度
合
い
、

仕
事
内
容
に
合
わ
せ
て
取
り
入
れ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は「
見
せ
て
覚
え
さ
せ
る
」。ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
あ
た
る
育
成
担
当
の
立

場
か
ら
見
れ
ば「
自
分
が
や
っ
て
見
せ

る
」段
階
で
す
。若
手
社
員
は
、こ
の
間

育
成
担
当
の
仕
事
ぶ
り
を
見
学
・
観
察

し
、仕
事
の
流
れ
や
職
場
の
ル
ー
ル
な

ど
を
頭
で
覚
え
な
が
ら
、職
場
に
慣
れ

て
い
き
ま
す
。営
業
職
な
ら
ば
、育
成
担

当
の
営
業
に
同
行
す
る
こ
と
が
該
当
す

る
で
し
ょ
う
。言
葉
で
教
わ
る
だ
け
で

は
分
か
ら
な
い
、感
覚
的
な
と
こ
ろ
ま

で
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
次
は「
や
ら
せ
て
覚
え
さ
せ
る
」。育

成
担
当
側
か
ら
見
れ
ば「
若
手
社
員
に

や
ら
せ
る
」段
階
で
す
。ア
ド
バ
イ
ス
を

し
な
が
ら
手
を
か
け
丁
寧
に
教
え
な
が

ら
、リ
ス
ク
の
少
な
い
仕
事
か
ら
や
ら

せ
て
み
て
、少
し
ず
つ
仕
事
の
量
や
幅
、

レ
ベ
ル
感
な
ど
を
上
げ
て
い
く
の
が
通

常
の
進
め
方
で
す
。若
手
社
員
が
細
か

い
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
す

中
で「
自
分
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
」に

気
づ
き
、経
験
を
積
み
重
ね
る
う
ち
に
、

目
で
見
て「
頭
で
は
分
か
っ
て
い
た
知

識
」が
、し
だ
い
に「
使
え
る
知
識
」へ
と

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

仕
事
の﹁
振
返
り
﹂が

失
敗
を
学
び
に
変
え
る

　
そ
し
て
最
後
は「
任
せ
て
ほ
め
る
」。

基
本
的
な
仕
事
の
進
め
方
を
教
え
た
ら
、

若
手
社
員
に
仕
事
を
任
せ
て
み
ま
し
ょ

う
。こ
こ
で
い
う
任
せ
る
と
は「
一
人
で

最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
や
り
遂
げ
る
」

こ
と
で
す
。仕
事
を
任
せ
き
る
こ
と
で
、

若
手
社
員
は
自
分
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
仕
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
仕
事
を
任
せ
き
る
と
は
い
え
、育
成

担
当
は
し
っ
か
り
と
見
守
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。例
え
ば
、仕
事
を
し
た
後
に
、

手
順
は
適
切
で
あ
っ
た
か
、注
意
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
い
た
か
な
ど
、

若
手
社
員
と
一
緒
に
振
返
り
、や
り
遂

げ
た
こ
と
を
確
認
し
ほ
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。日
々
の
慌
た
だ
し
い
業
務
の

中
で
は
、若
手
社
員
た
ち
は
振
返
り
を

す
る
時
間
的
余
裕
が
な
く
な
り
ま
す
。

振
返
り
を
行
わ
な
い
と
、仮
に
失
敗
し

て
も「
何
が
い
け
な
か
っ
た
の
か
」分
か

ら
な
い
ま
ま
放
置
と
な
る
危
険
が
あ
り
、

失
敗
を
成
長
の
糧
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。そ
こ
で
、育
成
担
当
は
若
手
社

員
に「
気
づ
か
せ
る
」役
割
を
果
た
し
ま

す
。で
き
て
い
る
こ
と
を
ほ
め
る
こ
と

で
自
信
が
つ
き
、で
き
て
い
な
い
こ
と

は
共
に
検
証
、共
有
し
、次
の
仕
事
へ
と

生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
得
ら
れ
る
自
己
成
長
の
実
感

が
、若
手
社
員
に
と
っ
て
は
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
一
つ
に
な
る
で
し
ょ
う
。若

手
社
員
は
皆
、失
敗
し
な
が
ら
成
長
し

て
い
く
も
の
で
す
が
、定
期
的
な
振
返

り
の
機
会
を
持
ち
、失
敗
を
学
び
に
変

え
ら
れ
る
と
、成
長
の
喜
び
が
失
敗
す

る
恐
れ
を
上
回
っ
て
い
き
ま
す
。失
敗

を
恐
れ
ず
、前
向
き
に
挑
戦
し
て
い
く

姿
勢
が
、身
に
つ
く
の
で
す
。

POINT

若手社員に仕事を覚えてもらうことは重要ですが、若手社員と
信頼関係を築き、職場に馴染んでもらうこともOJTのスタート
段階では重要なミッションであることを忘れずに！ 移動中に
積極的に話しかけ、若手社員を理解していこう。

やらせてみるとはいえ、一緒にやってみるというスタンスで臨
むこと。ここで、若手社員のクセや課題を把握し、解決に向けて
アドバイスをしていこう。失敗しても成長の機会と前向きに捉
えることが重要。

一連の仕事を頭で理解しているつもりでも実際にやってみな
いとわからないことも多く、本当の意味で身につかない。任せ
きることで責任を持って初めて本気で取り組み、できるように
なる。育成担当は適宜フォローしながら温かく見守ろう。

OJT実施中は定期的に育成担当と若手社員の面談の機会を設
けて、どのような状況なのかお互いに確認していこう。よい点
はしっかりほめて、改善点については一緒に解決していく。
OJTがうまくいかないと悩みを抱えている育成担当も多いので、
経営陣・管理者は育成担当のフォローも忘れずに。

手本を見て一連の流れを覚えたら、若手社員に仕
事をやってもらう。とはいえ、すべてを任せるので
はなく、アドバイスをしながら一緒に進めていく。
難易度の低い仕事から取り組み、若手社員に達成
感や意欲を与えつつ、徐々に難易度を上げていく。

育成担当がどのように仕事を行っているかを、
見て覚える。OJTのスタートとして有効な手段。
育成担当は若手社員の手本となり実際の作業を
見せることで、仕事の基本や進め方などを教え
ていく。

基本的な仕事の進め方を覚えたら、若手社員に
一つの仕事を任せてみる。中途半端に任せるの
ではなく、責任を持って最後まで任せきること。
しかし、丸投げにするのではなく、育成担当は見
守り、やり遂げたことをほめる。

OJTの取組方が
決まったらマニュアル化して、
なりゆき任せのOJTから

卒業しましょう！

PO
INT

見せて 覚えさせる1  やらせて 覚えさせる2

 任せて 覚えさせる3

※（言って聞かせて させてみせ）※（やってみせて）

※P13左上参照

※（任せてほめる）

PA RT

なるほど、こうやって
OJTは運用するのか

本
気
で
取
り
組
む
O
J
T

O
J
T
の
運
用
方
法
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POINT

「メンタリング」とは
人材育成・指導手法の一つ。「メンター」と呼ばれる経験豊富な先輩が、
組織内の若手社員や未熟練者と定期的・継続的にコミュニケーション
をとり、対話やアドバイスを行うことで、自発的・自律的な成長を促す
こと。

[役割]
● メンティの心の支え（相談役） 
となる

● メンティの自律を促す 
（依存されては×）

●  期限付きの関係だが、 
先輩として信頼関係を築く

● 上司や育成担当との橋渡し役

「教える」

＂寄り添う＂
ではなく、

存在であること

育
成・教
育

サ
ポ
ー
ト

相
談

育成者
（上司・先輩社員）

メンター
（相談役）

メンティ
（若手社員）

OJTの育成担当とメンターの違いを理
解する。前者は教育することが役割、後
者は「心の支えになる」ことが役割で、
質の違うものである。

For

経営陣

メンターに指名されたら、若手社員の心
に寄り添い、彼らの不安や悩みの解消に
努めること。直接的な仕事の指導をする
必要がなくても、よき相談相手にはなれる。

For

育成担当

PA RT

メンター制度って実は
よくわからないのよね

本
気
で
取
り
組
む
O
J
T

メ
ン
タ
ー
制
度
を
活
用
す
る

具体的にメンターとはどんな役割を担う立場なのでしょうか。基本を押さえましょう。
メンターの役割

若手社員の心強いサポーター

出典：独立行政法人労働政策研究・研修機構「人生100年時代のキャリア形成と雇用管理の課題に関する調査」（令和2年5月）

自
己
啓
発
支
援

自
己
申
告
制
度

目
標
管
理
制
度

キ
ャ
リ
ア
研
修

キ
ャ
リ
ア
面
談

メ
ン
タ
ー
制
度

復
職
支
援

兼
業
・
副
業

社
会
貢
献
参
加

社
内
公
募
制
度

キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

1.1
1.0
0.9
0.8
0.7
0.6
0.5
0.4
0.3
0.2
0.1
0.0

-0.1

0.90.9

0.60.6

0.10.1

0.50.5

0.00.0

0.60.6

0.20.2

0.60.6

0.20.2

0.60.6

0.20.2

0.50.5

0.20.2

0.50.5

0.10.1
0.10.1

0.30.3

0.00.0

0.30.3

0.20.2
-0.1-0.1

0.90.9
0.80.8 0.90.9

0.80.8

1.01.0

0.60.6

0.10.1

0.50.5

0.50.5

0.50.5

0.30.3

（ポイント）

0.00.0

● キャリア形成のための人事制度とその効果 ●……39歳まで　●……40～59歳　●……60歳以上

　高いコミュニケーション力を求められるメンター。ただ
人付き合いが好きで、相談にのるのが好きで……というだ
けでは、よいメンターとはいえません。では、慕われるメンター
はどんなことをしているのでしょうか。
　メンターは「寄り添う」存在でなければなりません。対話
によってメンティに気づきを与え、自律的な行動を促すた
めに必要なのは、指導や命令ではなく「傾聴力」です。
　聴き上手な人に悩みを聴いてもらったとき、気分がスッ
キリした経験はありませんか。傾聴には「相手の不安を解消
する」「相手の気持ちを整理する」「相手のモチベーションを
高める」といった効果が期待できます。聴き上手（傾聴力の

ある人）は、ただ話を聴くだけでなく、適度に相づちやうな
ずきを入れたり、話をまとめたりして、話をしっかり理解・共
感していることをさりげなく伝えています。
　そして、時には心あるアドバイスもする。話し手はこういっ
た相手にこそ信頼を寄せるものです。
　このように、慕われるメンターには、相手に気持ちよく話
してもらう技術と、相手が言いたいことを理解・共感する技
術が備わっているといえるでしょう。
　ほかにも、メンティとの信頼関係を壊さないためにも、日
頃から自分自身の発言には十分気をつける、メンティとの
会話内容は他言しないなど注意する必要があります。メンティ
はメンターの行動をよく見ていることを忘れることなく、対
応していきましょう。

慕われるメンターがしていること
コラム

﹁
教
え
る
﹂の
で
は
な
く

﹁
寄
り
添
う
﹂役
割

　

O
J
T
と
は
別
に「
メ
ン
タ
ー
」に

よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
始
め
る
会
社
が
増
え

て
い
ま
す
。O
J
T
は
若
手
社
員
に
育

成
担
当
が
つ
い
て
、仕
事
の
実
践
を
通

じ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
施
す
概
念
で
す

が
、メ
ン
タ
ー
制
度
は
、メ
ン
タ
ー（
育

成
者
）が
メ
ン
テ
ィ（
被
育
成
者
）の「
心

の
支
え
」と
な
り
、日
々
の
業
務
に
限
ら

ず
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
ス
キ
ル
向
上
、人

間
関
係
の
悩
み
、職
場
の
細
々
と
し
た

ル
ー
ル
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
に
至

る
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て

助
言
を
し
、若
手
社
員
の
成
長
を
促
し

て
い
く
制
度
で
す
。

　

近
年
、終
身
雇
用
や
年
功
序
列
と
い
っ

た
人
事
制
度
を
改
め
る
会
社
も
あ
り
、

人
間
関
係
の
在
り
方
も
変
化
し
て
い
ま

す
。か
つ
て
は
存
在
し
て
い
た「
何
で
も

話
せ
る
、頼
れ
る
兄
・
姉
」の
よ
う
な
先

輩
社
員
が
減
り
、社
員
同
士
の
つ
な
が

り
が
希
薄
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
が
、相
談
で
き
る
相
手
を
求
め

て
い
る
若
手
社
員
た
ち
を
心
理
的
に
孤

立
さ
せ
、早
期
離
職
に
追
い
込
む
一
因

に
な
っ
て
い
る
と
の
声
も
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
、メ
ン
タ
ー

制
度
で
す
。何
か
と
若
手
社
員
に
気
を

配
り
、面
倒
を
見
て
励
ま
す
。悩
ん
で
い

る
様
子
が
あ
れ
ば
個
別
に
し
っ
か
り
話

を
聞
く
。直
接
的
な
仕
事
の
指
導
は
で

き
な
く
て
も
、「
誰
に
聞
い
た
ら
詳
し
く

教
え
て
く
れ
る
か
」を
伝
え
る
。そ
れ
が

メ
ン
タ
ー
の
役
割
で
す
。前
述
の
と
お

り
、O
J
T
に
あ
た
る
育
成
担
当
と
は

異
な
り
、メ
ン
タ
ー
は
何
か
を「
教
え
る
」

と
い
う
よ
り
、「
寄
り
添
う
」こ
と
に
重

き
を
置
い
た
役
割
だ
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。こ
う
し
た
メ
ン
タ
ー
の
存
在
が
、メ

ン
テ
ィ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
や

職
場
へ
の
適
応
を
促
し
ま
す
。

メ
ン
タ
ー
自
身
の

成
長
に
も
寄
与
す
る

　

次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
り
ま
す
。社

員
同
士
の
仲
が
よ
か
っ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
話
で
す
。事
業
拡
大
に
伴
い
社

員
の
数
が
急
激
に
増
え
た
こ
と
で「
同

僚
の
名
前
を
覚
え
ら
れ
な
い
」ほ
ど
人

間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。悩
み
を
持
っ
た
若
手
社
員
の
声
に

対
応
す
る
先
輩
社
員
が
不
足
し
、早
期

離
職
者
が
急
増
し
た
の
で
す
。そ
こ
で
、

メ
ン
タ
ー
制
度
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

い
つ
で
も
気
軽
に
声
を
掛
け
ら
れ
る
先

輩
が
で
き
た
こ
と
で
、離
職
率
が
大
き

く
改
善
し
ま
し
た
。独
立
行
政
法
人
労

働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の
調
査（
左

ペ
ー
ジ
参
照
）に
お
い
て
も
、キ
ャ
リ
ア

形
成
の
た
め
の
人
事
制
度
の
効
果
と
し

て
、若
年
層
で
は
、特
に
メ
ン
タ
ー
制
度

の
導
入
効
果
が
高
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、メ
ン
タ
ー
は
、必
ず
し
も
メ
ン

テ
ィ
と
同
じ
部
署
の
先
輩
社
員
で
あ
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。同
じ
部
署
の
先

輩
や
直
属
の
上
司
な
ど
に
は
明
か
せ
な

い
心
の
う
ち
を
話
せ
る
、「
斜
め
の
関
係
」

に
あ
る
社
員
を
選
ぶ
こ
と
も
有
効
で
す
。

仕
事
の
指
導
や
管
理
、評
価
は
で
き
な

く
と
も
、日
頃
か
ら
近
い
距
離
に
い
る

こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。期
間
は

1
年
程
度
が
一
般
的
で
す
。

　

メ
ン
タ
ー
制
度
は
、メ
ン
タ
ー
自
身

に
と
っ
て
も
、メ
ン
テ
ィ
に
教
え
る
こ

と
が
学
び
の
機
会
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、信
頼
さ
れ
る
人
間
関

係
を
築
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
も
身
に
つ
き
、い
ず
れ
部
下

を
持
つ
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ
い
た
際

の
予
行
演
習
の
機
能
も
果
た
し
ま
す
。
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POINT

経営陣経営陣

人材育成をスムーズに進めるためには
育成担当の指導とフォローが不可欠。な
ぜ育成が必要か、どんな意義があるか、
メッセージを伝えること。

p.17

p.45

経営陣 人事管理職

育成担当の
モチベーション
を上げる！

◦ 育成担当に指導してほしいことを明確化する 
（いつまでに、どんなスキルを身につけさせるかなど）

◦途中経過の報告とその後の指導方針についてすり合わせていく
◦ 育成担当のフォロー体制を整える 
（定期的な面談、育成担当同士の懇談会の実施など）

◦育成担当自身のマネジメントスキルを向上させる
◦昇進・昇給など見合った評価をする

　若手社員の早期離職を防ぎ、職場に定着させるに
は、育成担当が重要なファクターの一つと言っても
過言ではないでしょう。まずこの事実を、経営陣は
しっかりと把握しておきましょう。そんな重責を担っ
ている育成担当には、若手社員と同じく、適切なフォ
ローと評価が欠かせません。
　自分の仕事をこなしながら、誰かを指導・育成す
るというのは、相当な労力を要しますし、疲弊もし
ます。意欲的に人材育成に取り組んでもらうために、
経営陣は労いと評価を伝える必要があります。そし
て、やる気を〝引き出し″ましょう。

　もし、育成方法に行き詰まってしまった育成担当
がいたら、「なぜ、このような人材育成計画を立案し
たのか」「なぜ、育成担当として選んだのか」といっ
たことを再度説明。そして、「なぜ、行き詰まってし
まったのか」「今後どのような対応をすべきか」と
いったことを、育成担当に投げかけ、糸口を探り、彼
らに気づきを与えます。そうやって、育成担当自身
の能力を〝引き出す″のです。
　このように、経営陣に必要とされている能力は、
育成担当のみならず、全社員のやる気や能力を〝引
き出す″力といえるでしょう。

育成担当のモチベーションを上げるために
経営陣が知っておきたいこと

For

経営陣

若手社員を育成すること自体に大きな
意義がある。あわせて自分のスキルアッ
プにもなり、自己成長につながる。

For

育成担当

効果的に人材を育成するために育成担当のフォローは欠かせません。経営陣や管理職はどのような
対応をする必要があるのでしょうか。

育成担当のモチベーションを上げるために

育成担当への指導とフォローがその後を左右する 新
入
社
員
と
育
成
担
当
が

共
に
育
つ
仕
組
み
を

　

こ
れ
ま
で
の
パ
ー
ト
で
述
べ
て
き
た

よ
う
に
、人
材
育
成
で
は
、若
手
社
員
を

一
人
前
に
育
て
る
こ
と
に
主
眼
を
置
き

が
ち
で
す
。し
か
し
、若
手
社
員
ば
か
り

に
目
を
向
け
て
も
、人
材
育
成
計
画
は

ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
き
ま
せ
ん
。指

導
に
あ
た
る
育
成
担
当
自
身
へ
の
指

導
や
、手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー
も
不
可
欠
で

す
。

　

若
手
社
員
に
と
っ
て
育
成
担
当
は
、

上
司
よ
り
年
代
が
近
く
、関
わ
り
や
す

い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
る
こ
と
が
多
い
も

の
で
す
。

　

し
か
し
、育
成
担
当
自
身
も
ま
だ
若

手
社
員
で
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、

人
を
教
え
る
経
験
が
浅
く
、育
成
担
当

の「
新
人
」で
あ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。そ
の
た
め
、仕
事
が
で
き
る
社
員

で
あ
っ
て
も
、教
え
る
こ
と
が
得
意
で

あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
、こ
れ
か
ら
人
材
育
成
に

力
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
会
社
で
は
、

過
去
に「
誰
か
に
教
え
て
も
ら
う
」経
験

を
し
た
こ
と
の
な
い
社
員
が
育
成
担
当

に
な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
は
ず
で
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
で
は
、は
じ
め
は
上

手
に
教
え
ら
れ
な
く
て
も
仕
方
が
あ
り

ま
せ
ん
。し
か
し
、「
何
を
ど
う
教
え
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
自
分
が
な
ぜ

育
成
担
当
に
指
名
さ
れ
た
の
か
わ
か
ら

な
い
」「
こ
の
ま
ま
で
は
通
常
業
務
に
も

支
障
が
出
る
」と
い
っ
た
戸
惑
い
か
ら
、

育
成
担
当
自
身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
ら
ず
、育
成
計
画
も
立
ち
行
か
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
意
味
で
、O
J
T
は
若
手

社
員
の
成
長
機
会
で
あ
る
と
同
時
に
、

育
成
担
当
自
身
の
成
長
機
会
で
も
あ
る

の
で
す
。

　

育
成
担
当
を
任
命
す
る
際
は
、単
に

「
一
人
前
の
社
員
に
育
て
て
ほ
し
い
」と

命
じ
て
終
わ
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、

経
営
陣
や
上
司
か
ら「
い
つ
ま
で
に
こ

ん
な
こ
と
を
し
て
ほ
し
い
」「
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
機
会
と
し
て
考
え
て
ほ
し
い
」

「
そ
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
用
意
す
る
」

な
ど
、具
体
的
で
前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。も
ち
ろ

ん
昇
進
や
昇
給
な
ど
、人
材
を
育
成
す

る
労
力
に
報
い
る
評
価
を
用
意
で
き
る

な
ら
ば
、あ
わ
せ
て
伝
え
ま
す
。

育
成
担
当
任
せ
に
せ
ず

﹁
社
内
一
丸
﹂の
姿
勢
を
示
す

　

ま
た
、育
成
担
当
に
育
成
を「
丸
投
げ
」

「
任
せ
き
り
」に
せ
ず
、育
成
の
途
中
経

過
を
共
有
し
な
が
ら
、育
成
担
当
自
身

の
悩
み
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、そ
の
後
の

指
導
方
針
に
つ
い
て
相
談
す
る
機
会
を

持
つ
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　
「
予
想
し
て
い
た
成
長
段
階
に
達
し

て
い
な
い
」「
通
常
業
務
が
忙
し
く
な
っ

て
い
る
た
め
、若
手
社
員
の
育
成
が
負

担
に
な
っ
て
い
る
」な
ど
、育
成
計
画
が

遅
れ
て
い
る
報
告
を
受
け
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
の
対
応
策

も
育
成
担
当
任
せ
に
は
せ
ず
、経
営
陣

や
上
司
が
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

会
社
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
人
材
育

成
に
あ
た
る
姿
勢
を
示
せ
ば
、育
成
担

当
は
人
材
育
成
の
意
義
を
再
確
認
し
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
機

会
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、育
成
担
当
と
し
て
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
促
す
研
修
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
提
供
す
る
こ
と
も
、彼
ら
の
支
え
に

な
り
ま
す
。例
え
ば
、若
手
社
員
の
や
る

気
を
引
き
出
す
コ
ー
チ
ン
グ
を
学
ぶ
研

修
や
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

の
研
修
、ほ
め
方
・
叱
り
方
の
研
修
も
有

効
で
し
ょ
う
。

PA RT

本
気
で
取
り
組
む
O
J
T

カ
ギ
は
育
成
担
当
へ
の

意
識
づ
け

経営陣からの指示も
欠かせないんだな

PART

4
本
気
で
取
り
組
む
O
J
T
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POINT

　1on1は「部下の育成、成長を促進する」ことを目的とした面談です。評価面談のように「上司から部下へ話す」と
いう構図ではなく、「上司が部下の考えや気持ちを深く理解する」ことで信頼関係を築く、状況を把握する、キャリア
支援をする、成長を促進する、定着率を上げるという目的があります。では、どのように実施すればよいのでしょうか。
1on1の進め方を確認していきましょう。

「1on1」を行う目的と進行のポイント

1on1は短いサイクルで、“定期的に、継続的に”行うべ
きです。週に1回、最低でも月に1回は実施しましょう。
時間は15～30分程度にとどめて。短すぎても、長すぎ
ても部下のモチベーションが下がってしまいます。実施
が難しくなった場合は、必ず別日程を組んで行いましょう。

2 日程を決める
お互い身構えないよう、まずは雑談などから始めましょう。注意しなければ
ならないのは、「自分の話ばかりしない」「指示を出さない」「高圧的な話し
方をしない」ということ。1on1の場では、上司は部下の考えや気持ちを理
解することを忘れないようにして。また、部下がどんな話をしたのかメモを残
し、次回につなげることも重要です。対話の内容を振り返り、部下の希望、
悩みをその後に展開・解消できるように努めましょう。

4 1on1の実施

まずは、部下にも1on1を実施する目的をきちんと伝えて、
安心して臨んでもらうようにします。評価に影響するもの
ではないことを知らせましょう。

1 目的を定め、伝える
上司も部下も何の目的もなく突然話し始めるのは難しいものです。ただ
の雑談、ただの愚痴で終わらせず、有意義な時間となるよう事前準備や
目的共有をしっかり行っておきましょう。

3 テーマを決める

全体の流れは押さえられたでしょうか。
では、実際にどんな質問を投げかけたらいいか、いくつか例をご紹介しましょう。質問は、時事ネタやプライベートに関する
ことにします。仕事内容について話したら、それはただの打ち合わせと変わりありませんのでご注意を。

以上のような、部下の人となりが把握できるような質問を選ぶようにしましょう。自分の話をするのが苦手な部下の場合は、上司自身
の話をして、対話のきっかけを探ってもよいでしょう。1on1は「相手（部下）を知ろうとする」姿勢がもっとも重要なポイントです。短期
的な効果は望めなくても、中長期的に取り組んでいけばより深い人間関係を築くことができ、会社へのエンゲージメントを高めると
いった効果があります。

● 働き始めるにあたって、不安に思っていることは何ですか?（複数回答3つまで）

最近
うれしかったことはある？

最近、気になっている
ニュースや流行はある？

最近、
困っていることはない？

何かチャレンジ
してみたいことはある？

どんなことにやりがいを
感じる？

「人間関係」の良し悪しが人材の定着に
大きく影響しており、その改善にはコミュ
ニケーションが不可欠であることを理解
する。

コラム

出典：学校法人産業能率大学 総合研究所 「2025年度（第36回）新入社員の会社生活調査」
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上
司︿
　
﹀部
下
の
関
係
性
が

大
き
な
ス
ト
レ
ス
の
も
と
に

　
退
職
理
由
の
上
位
に
挙
げ
ら
れ
る
こ

と
が
多
い「
人
間
関
係
」。新
入
社
員
の

会
社
生
活
調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト（
左
ペ
ー

ジ
参
照
）を
見
る
と「
働
き
始
め
る
に
あ

た
り
、不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
？
」

で
、「
自
分
の
能
力
で
仕
事
を
や
っ
て
い

け
る
か
」に
次
い
で「
上
司
・
先
輩
と
う

ま
く
や
っ
て
い
け
る
か
」が
多
く
挙
が
っ

て
い
ま
す
。同
様
に
、厚
生
労
働
省「
令

和
5
年
若
年
者
雇
用
実
態
調
査
」（
5

ペ
ー
ジ
参
照
）で
も
、「
人
間
関
係
が
よ

く
な
か
っ
た
」が
2
番
目
に
多
い
退
職

理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、仕
事
内
容
や
待
遇
に
満
足

し
て
い
て
も
、人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス

が
大
き
け
れ
ば
、長
く
働
く
こ
と
は
難

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。特
に
目
立
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
て
も「
何
と
な
く

人
に
話
し
か
け
づ
ら
い
」「
自
分
の
意
見

が
言
い
づ
ら
い
」と
い
っ
た
職
場
の
風

通
し
の
悪
さ
も
、人
間
関
係
が
原
因
で

あ
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

　
な
か
で
も
、上
司
と
の
人
間
関
係
は
、

若
手
社
員
に
と
っ
て
大
き
な
ス
ト
レ
ス

要
因
に
な
り
が
ち
で
す
。例
え
ば「
上
司

の
指
示
が
う
ま
く
伝
わ
っ
て
こ
な
い
」

「
そ
も
そ
も
上
司
と
き
ち
ん
と
話
を
す

る
機
会
が
な
い
」な
ど
、上
司
と
折
り
合

い
が
悪
く
な
る
と
、仕
事
そ
の
も
の
に

影
響
を
及
ぼ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
で
は
、職
場
の
人
間
関
係
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
に
、経
営
陣
や
育
成
担
当
、

上
司
に
は
、ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
良
好
な
人
間
関
係
づ
く
り
の
カ
ギ

は
、言
う
ま
で
も
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
す（
P
A
R
T
1
参
照
）。普

段
か
ら
職
場
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
良
好
に
保
ち
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
問
題
が
生
じ
て
も
、速
や
か
に
対

策
を
講
じ
て
風
通
し
の
よ
い
環
境
を
整

え
る
。こ
の
積
み
重
ね
が
、職
場
の
人
間

関
係
の
質
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
と
は
い
え
、ひ
と
口
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
い
っ
て
も
、「
誰
と
何
を
ど
ん

な
ふ
う
に
話
せ
ば
い
い
の
か
」な
ど
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の「
質
」を
求
め
る

と
、ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
に
な
り
が
ち

で
す
。東
京
商
工
会
議
所
の「
2
0
2
5

年
度 

新
入
社
員
意
識
調
査
」（
19
ペ
ー

ジ
参
照
）で
は
、「
理
想
だ
と
思
う
上
司
」

の
質
問
に
対
し
、「
仕
事
の
指
導
を
丁
寧

に
行
う
」「
人
間
関
係
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
重
視
す
る
」の
回
答
が
挙
が
っ
て
い

ま
す
。若
手
社
員
は
、職
場
の
人
間
関
係

の
改
善
を
望
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、一

人
ひ
と
り
の
社
員
を
き
ち
ん
と
見
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
対
応
を
す
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

﹁
機
会
﹂を
提
供
す
る

　
経
営
陣
や
育
成
担
当
、上
司
か
ら
働

き
か
け
る
と
し
た
ら
、社
員
同
士
が
話

し
や
す
く
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
や
す
く
な
る
よ
う
な「
機
会
」を
提

供
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
う
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の「
量
」が
増
え

る
よ
う
、仕
向
け
て
い
く
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
自
然
に
生
じ
る
よ
う
な
職
場
環
境

や
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
、文
化
等
を
用

意
し
て
い
き
ま
す
。例
え
ば
、座
席
を
仕

切
る
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
な
く
し
た
り
、

役
職
名
で
は
な
く「
さ
ん
」づ
け
で
呼
び

合
っ
た
り
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
、

社
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
。

　
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
、上
司
と
部

下
が
1
対
1
で
対
話
を
す
る「
1
o 

n
1
」を
定
期
的
に
実
施
す
る
の
も
有

効
な
方
法
で
す
。左
ペ
ー
ジ
で
は「
1 

o
n
1
」の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
て
い

る
の
で
、参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

For

経営陣

職場の人間関係を把握しながら、社員
同士がコミュニケーションをとる機会を
つくり出していく。特に若手社員と上司
の関係には気を配ること。

育成担当

For

PA RT

見
落
と
さ
な
い
。職
場
の
人
間
関
係

風
通
し
の
よ
い
職
場
が

良
好
な
人
間
関
係
を
生
む

PART

5
見
落
と
さ
な
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。
職
場
の
人
間
関
係
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POINT

叱る＝相手のために注意喚起
「叱る」と「怒る」の違い

　●叱る前に、どんな点を叱るのか冷静に考える
　●必要性があるものか判断する
　●事柄を叱って、人柄を否定しない
　●自分の感情は抑えて、冷静に対応する
　●謙虚な態度を忘れない
　●反省の度合いに応じて叱る
　●最後には励ますなど、フォローを忘れない

〈叱るポイント〉

叱る 怒る

相手のため 自分のため
相手のことを思い、改善点を指摘
して気づかせる。感情を抑えて、
理論的に話し、諭す。

不満・不快と感じた自分の感情を
一方的に吐き出す、自分のための
行為。ストレス発散にすぎない。

ほめる＝良さを発見すること
現代の若手社員は「ほめられ慣れている」
➡どれが本当の＂ほめ＂か見抜かれてしまう

それでも理解できなければ
質問してみよう

若手社員がどんな意図で行動をしたのか、
その意図と姿勢を知り、ほめるor叱る

まずは若手社員をじっくり観察してみよう

彼らの行動には理由があるので
なぜそのような行動をするのか考える

さじ加減が非常に難しいほめ方・叱り方。そもそもほめるとはどんなことか、叱るとはどんなことか
理解していますか？

育成につながるほめ方・叱り方

社員のやる気を引き出す工夫と配慮

あるあるエピソードと対応策

会社にかかってきた電話に全
く出ない社員がいて、理由を尋
ねると「うち、家電がないんで、
出方が分からないんです」との
こと。

SNSで会社内のグチや不満を
つぶやきまくっている若手社員。
分からないように書いているつ
もりでも、見る人が見たら分か
る。一歩間違えたら、服務規程違
反や情報漏えいになるよ！

「（社内共有のため）会議のメモを整
理して、メンバーに送っておいて」
と頼んだら、会議メモをスマホで撮
影した画像がメール添付されて送
られてきたときには驚愕した。

育成担当や上司と若手社員とでは成長
の仕方が異なることを理解する。その上
で、若手社員と接する上司などに「ほめ
方・叱り方」を指導する。

For

経営陣

若手社員の育成は単に「ほめればいい、
叱ればいい」というものではない。「ほめ
られ慣れた」現代の若手社員に合わせ
たほめ方・叱り方があると理解する。

育成担当

For

体調不良時の欠勤の連絡はもちろん、
業務上の伝達事項などもLINEで連絡
してきてビックリ！ 時には謝罪も
LINEで驚いた。

「書類をコピーして、1部ずつ綴じて
おいて」とお願いしたら、ホチキスが
見つからなかったらしく、全部セロ
テープでとめられていた。ホチキス
がある場所を聞いてくれればよかっ
たのに……。

前触れもなく「今日で辞めます」と言っ
て出ていってしまった。せめて相談
してほしかった……。

報・連・相のルールをつくる

対応策

見本を見せて依頼する

対応策

情報セキュリティ研修を実施する

対応策
定期的に面談の機会をつくる

対応策

研修でしっかりと
ビジネスマナーを鍛える

対応策
本人に悪気はないので、理由と進
め方を説明してやり直してもらう

対応策

ほ
め
ら
れ
慣
れ
た

世
代
を
ど
う
ほ
め
る
？

　
若
手
社
員
と
日
常
的
に
接
す
る
育
成

担
当
や
上
司
は
、仕
事
を
教
え
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、彼
ら
の
や
る
気
を

引
き
出
し
つ
つ
、さ
ら
に
育
成
を
促
す

よ
う
な
関
わ
り
方
を
心
掛
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
育
成
担
当
に
と
っ
て「
ほ
め
方
・
叱
り

方
」は
、関
心
の
高
い
テ
ー
マ
の
一
つ
で

す
。よ
く
聞
か
れ
る
の
は「
成
果
が
出
れ

ば
ほ
め
、失
敗
す
れ
ば
叱
っ
て
い
る
が
、

部
下
に
響
か
な
い
」と
い
っ
た
声
で
す
。

つ
ま
り
、仕
事
の「
結
果
」に
注
目
し
て

若
手
社
員
を
ほ
め
た
り
叱
っ
た
り
し
て

い
る
の
で
す
。こ
の
方
法
に
は
、結
果
が

出
て
い
る
う
ち
は
ほ
め
や
す
く
、や
る

気
の
向
上
に
つ
な
が
る
一
方
で
、結
果

が
出
な
い
と
ほ
め
る
機
会
も
な
く
な
り
、

や
る
気
を
維
持
さ
せ
ら
れ
な
い
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
で
は
、ど
の
よ
う
に
ほ
め
る
の
が
効

果
的
で
し
ょ
う
か
。ま
ず
は
、若
手
社
員

は「
ほ
め
ら
れ
慣
れ
て
い
る
」傾
向
が
あ

る
、と
い
う
こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
、自
分
が
本
当
に
ほ
め
ら
れ

て
い
る
の
か
、単
な
る
お
世
辞
や
ご
機

嫌
と
り
を
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
か
、

敏
感
に
察
知
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
大
切
に
な
る
の
は
、結
果
だ

け
を
み
て「
場
当
た
り
的
に
」ほ
め
る
の

で
は
な
く
、じ
っ
く
り
観
察
し
て「
若
手

社
員
が
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
」を
見

極
め
て
ほ
め
る
こ
と
で
す
。具
体
的
に

は
、仕
事
の「
姿
勢
」の
部
分
で
す
。例
え

ば
、成
果
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、失

敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
諦
め
な
か
っ

た
姿
勢
や
難
し
い
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た「
過
程
」を
ほ
め
る
。こ
れ
が
、若
手

社
員
の
や
る
気
や
自
信
を
高
め
る
ほ
め

方
で
す
。

自
分
の
価
値
観
で
判
断
せ
ず
に

若
手
社
員
を
理
解
す
る

　
若
手
社
員
の「
姿
勢
」を
評
価
す
る
に

は
、普
段
か
ら
の
観
察
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。彼
ら
の
行
動
の
背
景
に
ど
の
よ
う

な
理
由
が
あ
る
の
か
、ど
の
よ
う
な
思

い
で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、

常
に
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
理
由
を
踏
ま
え
て
ほ
め
た
り

叱
っ
た
り
す
る
の
で
す
が
、注
意
点
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、若
手
社
員
に
つ
い

て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、必
ず

本
人
に
質
問
し
て
み
る
こ
と
で
す
。育

成
担
当
や
上
司
が
、自
分
の
価
値
観
だ

け
で
若
手
社
員
を
評
価
し
て
い
る
う
ち

は
、「
怒
る
」こ
と
は
で
き
て
も「
叱
る
」

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。「
怒
る
」は
自
分

の
感
情
を
ぶ
つ
け
る
だ
け
の
行
為
で
す

が
、「
叱
る
」は
相
手
の
成
長
を
願
い
、自

分
の
感
情
を
抑
え
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す

る
行
為
で
す
。叱
る
に
は
ま
ず
、そ
の
若

手
社
員
が
な
ぜ
そ
の
行
動
を
と
っ
た
の

か
、そ
の
背
景
を
理
解
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。上
司
か
ら
見
れ
ば
首
を
か
し

げ
る
よ
う
な
行
動
に
も
、彼
ら
な
り
の

理
由
が
あ
る
は
ず
で
す
。そ
の
意
図
を

知
っ
た
上
で
、ほ
め
た
り
叱
っ
た
り
す

る
こ
と
が
、理
想
の
上
司
と
若
手
社
員

の
関
わ
り
方
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
会
社
は
あ
く
ま
で
仕
事
を
す
る
場
で

あ
り
、上
司
、若
手
社
員
と
い
っ
て
も
必

ず
し
も「
仲
良
し
」に
な
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。し
か
し
、日
頃
か
ら
若
手
社
員

を
観
察
し
、彼
ら
の
人
間
性
や
仕
事
へ

の
姿
勢
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
上
司
や

育
成
担
当
で
あ
れ
ば
、た
と
え
叱
ら
れ

て
も
、若
手
社
員
は「
こ
の
人
の
話
な
ら

聞
け
る
、納
得
で
き
る
」と
思
う
も
の
で

す
。裏
を
返
せ
ば
、自
分
の
価
値
観
に
固

執
し
、若
手
社
員
の
姿
勢
を
確
認
し
よ

う
と
し
な
い
上
司
で
は
、い
く
ら
ほ
め

て
も
若
手
社
員
の
や
る
気
を
損
な
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

PA RT

見
落
と
さ
な
い
。職
場
の
人
間
関
係

良
好
な
関
係
を
保
つ

関
わ
り
方

ほめたり、叱ったり、
どうしたらいいか難しい！
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POINT

給与等条件面では大企業に及ばなかっ
たとしても、対策を講じることで、定着率
を上げることができる。

ここが
分かれ目！

B社

離職率高い

社員をないがしろにする

不満疲弊

A社

離職率低い

社員を大事にする

愛着満足

出典：厚生労働省「令和5年若年者雇用実態調査」

● 若年労働者の定着のために実施している対策 （複数回答）

若年労働者の定着のための対策を行っている

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

会社のどんな姿勢が離職率に影響しているのでしょうか？ 分かれ目となる項目を確認してみましょう。
何が違う？ 離職率の高い会社と低い会社

定着率を上げるためにすべきこと

配転・勤務地等人事面での配慮

仕事と家庭の両立支援

仕事の成果に見合った賃金

職場環境の充実・福利厚生の充実

教育訓練の実施・援助

労働時間の短縮・有給休暇の積極的な取得奨励

本人の能力・適性にあった配置

採用前の詳細な説明・情報提供

職場での意思疎通の向上

女性の活躍に向けた支援

その他

若年正社員の定着のための対策 正社員以外の若年労働者の定着のための対策

73.7% 
60.1% 

59.7% 
57.7% 

58.4% 
54.5%

55.6% 
50.0% 

52.9% 
44.9% 

48.5% 
48.5% 

41.2% 
33.0% 

39.1% 
35.1% 

36.3%
37.6% 

30.5% 
20.6% 

28.4% 
21.5%

24.4% 
20.2%

2.1%
2.7% 

昇格・昇任基準の明確化

For

経営陣

OJTを通じて、技術の習得のみならず「こ
こは自分の会社である」「われわれは仲
間である」というマインドを若手社員に
継承できるよう努める。

育成担当

For

　
働
き
や
す
い
会
社
と
は
、す
な
わ
ち

「
社
員
を
大
切
に
す
る
会
社
」の
こ
と

だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。社
員
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
す
る
姿
勢
を
示
す
こ

と
で
、社
員
の
会
社
に
対
す
る
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
が
高
ま
り
、社
員
の
定
着
率

も
向
上
し
て
い
き
ま
す
。各
種
調
査
で

も
、「
働
き
や
す
さ
」の
値
が
高
い
会
社

ほ
ど
、会
社
の
業
績
、そ
し
て
社
員
の

定
着
率
も
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、社
員
を
大
切
に
す
る

会
社
で
は
、社
員
は
会
社
に
愛
着
を
持

ち
、定
着
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。一
方
、

社
員
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
会
社
で
は
、

社
員
は
疲
弊
し
、不
満
を
た
め
る
ば
か

り
で
す
。職
場
に
定
着
し
て
も
ら
い
た

い
と
願
う
な
ら
、会
社
へ
の
満
足
度
が

高
ま
る
よ
う
な
職
場
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
で
は
、会
社
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
対
策
を
打
つ
べ
き
で
し
ょ
う
か
。厚

生
労
働
省「
令
和
5
年
若
年
者
雇
用
実

態
調
査
」（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）に
よ
れ
ば
、

若
手
正
社
員
の「
定
着
の
た
め
の
対
策

を
行
っ
て
い
る
」
事
業
所
は
全
体
の

73
・
7
%
、正
社
員
以
外
の
若
年
労
働

者
の「
定
着
の
た
め
の
対
策
を
行
っ
て

い
る
」事
業
所
は
60
・
1
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、具
体
的
な
対
策
と
し
て

多
く
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、「
職
場
で
の

意
思
疎
通
の
向
上
」「
採
用
前
の
詳
細

な
説
明
・
情
報
提
供
」「
本
人
の
能
力
・

適
性
に
あ
っ
た
配
置
」「
労
働
時
間
の

短
縮
・
有
給
休
暇
の
積
極
的
な
取
得
奨

励
」「
教
育
訓
練
の
実
施
・
援
助
」「
職
場

環
境
の
充
実
・
福
利
厚
生
の
充
実
」な

ど
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん「
こ
れ
を
や
れ
ば
人
材
が

定
着
す
る
」と
い
っ
た
特
効
薬
の
よ
う

な
対
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。条
件
面
で
は
、

中
小
企
業
の
多
く
は
大
企
業
に
及
ば

な
い
の
が
現
実
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し

か
し
そ
れ
で
も
高
い
定
着
率
を
誇
っ

て
い
る
中
小
企
業
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。こ
う
し
た「
対
策
」を
も
ら
さ
ず

実
行
し「
社
員
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

す
る
姿
勢
」を
示
し
続
け
る
こ
と
が
、

社
員
の
会
社
に
対
す
る
愛
着
を
育
て
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
す
。

﹁
こ
こ
は
自
分
の
会
社
﹂

O
J
T
で
仲
間
意
識
を
養
う

　
会
社
に
対
す
る
愛
着
と
は
、社
員
が

「
こ
こ
は
自
分
の
会
社
で
あ
る
」「
わ
れ

わ
れ
は
仲
間
で
あ
る
」と
思
え
る
か
ど

う
か
、と
い
う
こ
と
で
す
。「
自
分
が
期

待
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、役
に
立
っ
て

い
る
と
い
う
意
識
」を
持
て
る
職
場
で

あ
る
か
ど
う
か
、と
も
言
い
換
え
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。

　
で
は
、ど
の
よ
う
に
し
た
ら「
自
分

の
会
社
で
あ
る
」と
い
う
意
識
を
醸
成

し
、エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
ら
れ

る
の
か
。も
っ
と
も
大
き
な
効
果
を
発

揮
す
る
の
は
、実
は
O
J
T
で
す
。

　
と
い
う
の
も
、O
J
T
は
単
に
知
識

や
技
術
だ
け
を
習
得
さ
せ
る
も
の
で

は
な
い
の
で
す
。育
成
担
当
や
メ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、若
手
社
員
が
会
社
に
馴
染

め
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、互

い
を
理
解
し
承
認
す
る
こ
と
で
、信
頼

関
係
を
築
い
て
い
き
ま
す
。O
J
T
を
、

知
識
や
技
術
の
習
得
だ
け
で
は
な
く「
こ

こ
は
自
分
の
会
社
で
あ
る
」「
わ
れ
わ

れ
は
仲
間
で
あ
る
」と
い
う
マ
イ
ン
ド

を
継
承
さ
せ
る
手
段
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。業
務
を
通
じ
て
、

そ
の
組
織
の
一
員
と
し
て
の
マ
イ
ン

ド
を
継
承
し
、そ
れ
を
先
輩
社
員
た
ち

と
共
有
す
る
こ
と
で
、若
手
社
員
は
仲

間
意
識
を
育
ん
で
い
く
の
で
す
。

人
間
関
係
以
外
に
も
あ
る

職
場
定
着
の
カ
ギ

PA RT

職
場
定
着
に
つ
な
が
る
制
度
整
備
と
心
の
ケ
ア

若
手
社
員
が
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
と
は
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POINT

テレワークによるメンタル不調に気をつけよう
最近は、テレワークが原因のひとつで心身の不調となり、休職に至るケースも増えてきているようです。テレワーク
という働き方のどこに問題があるのでしょうか。

コミュニケーション不足・孤独感
人とのコミュニケーションが減り孤独を感じる人も多いようです。何気
ない会話が、仕事のストレスを軽減してくれていたのかもしれません。
また、対面なら数分で終わることが、メールやテキストでのやりとりで効
率が悪くなったと感じる人もいるようです。

一日中家にいると、通勤やオフィス内の移動の機会が減るなど、運動の
機会が失われます。運動量が減ることで、ストレス解消ができず、気づか
ないうちにストレスが溜まるので、注意が必要です。

運動不足によるストレス 家族もいる場で行う仕事のストレス
一緒に過ごす家族に対して配慮する、その家族もテレワーク中の家族
に気を使うなど、お互いに負荷がかかることも多いようです。家族との
喧嘩が増えたという人もいるでしょう。これまでリラックスしていた空間
が、家族が気を使い合う空間になってしまい、気が休まらなくなります。

オンとオフの切り替えが難しい
通勤や時間の制限があいまいなため、仕事と生活の切れ目がつきにく
くなることから、通常勤務よりも長時間労働になる人もいます。通勤な
ど気持ちの切り替えがないことで、いつも仕事のことが頭から離れず、
ストレスに感じてしまうということも。

テレワークでのメンタル不調を防ぐポイント！

1

2

3

「生活リズムと身だしなみを変え＂ない＂」

 「自宅にいつもいる場所で仕事をし＂ない＂＝仕事空間は別にする」

 「仕事をし続け＂ない＂＝休憩をしっかりとる → オンとオフを切替える」

上記のようなテレワークの問題を放っておくと、メンタルに不調を引き起こしかねません。テレワークで感じるストレスを軽減させる
コツを会社として情報発信してみましょう。例えば「3つの＂ない＂の極意」はいかがでしょうか。

個人任せにせず、会社でもフォローを
［ ストレスチェック制度 ］

目的
●一次予防（メンタルヘルス不調の未然防止）
●労働者自身のストレスへの気づきを促す
●ストレスの原因となる職場環境の改善

対象
労働者数50名以上の事業場
（50名未満の事業場は努力義務※）

頻度 毎年1回定期的に

※ 上記①の要件を満たし、1週間の所定労働時間が当該事業
場において同種の業務に従事する通常の労働者の1週間
の所定労働時間数のおおむね2分の1以上の者についても
対象とすることが望ましい。

対象者
次の①②いずれの要件も満たす者

① 期間の定めのない労働契約により使用される
者（期間の定めのある労働契約により使用され
る者であって、当該契約の契約期間が1年以上
である者並びに契約更新により1年以上引き
続き使用されている者を含む）であること。

② 1週間の所定労働時間数が当該事業場におい
て同種の業務に従事する通常の労働者の1週
間の所定労働時間数の4分の3以上であること。

　私たちを日々悩ますストレス。何とかしてうまく付き合ってい
きたいものです。ストレスの原因となるものにうまく対処しよう
とすることを「ストレスコーピング」と呼びます。コーピングとは「う
まく処理（対処）する」という意味の英語copeに由来します。
ストレスコーピングの方法は3種類あります。

● 問題焦点コーピング 
ストレッサー（ストレスのもと）に直接働きかけて、 
それ自体を変化、もしくは取り除き、解決する。 
例）人事異動など

● 情動焦点コーピング 
ストレッサーに働きかけるのではなく、 
それに対する感じ方や考え方を変える。

● ストレス解消（発散）コーピング 
心身の疲労を取り除いたり、ストレスを趣味や運動をしたり、 
第三者に話すことで発散させる。

どの方法が最適なのかは、十人十色、ケース・バイ・ケースでしょ
う。いずれにしても、これらの方法を積極的に行うことがストレ
ス軽減の第一歩となります。

気軽に実践できるストレスコーピング

コラム

※ 2025年5月成立「労働安全衛生法」の改正で50名未満の 
事業者も義務化。（施行は公布後3 年以内に法令で定める日） 

ストレスチェック制度導入を進めると
同時に、メンタルヘルス不調の防止に
関する知見を深める。職場環境にスト
レスの原因があれば除去を。

For

経営陣

若手社員のストレス度合いをいち早く
把握できる立場。異変を感じたら声掛
けをする。定期的な面談機会を設けて
相談できる状態をつくろう。

育成担当

For

PA RT

メンタルからフォローすれば
社員みんなが元気になる！
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職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を

義
務
づ
け
る
法
律
が
施
行

　

2
0
2
5
年
5
月
の
労
働
安
全
衛

生
法
の
改
正
で
労
働
者
数
50
人
未
満
の

事
業
場
も
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た（
社
員
に
は
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
）。企
業
へ
の
負
担
を
考
慮
し

「
公
布
後
3
年
以
内
に
法
令
で
定
め
る

日
」と
さ
れ
て
お
り
、2
0
2
8
年
5
月

ま
で
に
義
務
化
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、過
度
の
ス
ト
レ
ス

が
原
因
で
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調

を
訴
え
る
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。精
神
障
害
に
よ
る
労
災
請
求
・

決
定
件
数
も
、年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
推
奨
し
て
い
る
調
査

票
に
は
、「
時
間
内
に
仕
事
が
処
理
し
き

れ
な
い
」「
一
生
懸
命
働
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」「
か
な
り
注
意
を
集
中
す
る
必

要
が
あ
る
」な
ど
、57
項
目
の
質
問
が
並

ん
で
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
4
段
階
で
評

価
し
て
い
く
の
が
、ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

で
す
。な
お
、こ
の
調
査
結
果
は
、医
師

や
保
健
師
等
の「
実
施
者
」ま
た
は「
実

施
事
務
従
事
者
」か
ら
、直
接
本
人
に
通

知
さ
れ
ま
す
。ま
た
、ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
の
結
果
、「
面
接
指
導
が
必
要
」と
評

価
さ
れ
た
社
員
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た

場
合
は
、概
ね
1
か
月
以
内
に
医
師
に

よ
る
面
接
指
導
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
と﹁
上
手
に
付
き
合
う
﹂

ス
キ
ル
も
指
導
す
る

　

こ
う
し
た
時
代
の
変
化
を
受
け
て
、

社
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
守
る
取
組

や
、社
員
の
健
康
管
理
を
経
営
課
題
と

し
て
捉
え
、戦
略
・
計
画
的
に
取
り
組
む

「
健
康
経
営
」が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

心
身
の
健
康
に
配
慮
し
た
職
場
な
ら
ば
、

若
手
社
員
の
早
期
離
職
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
は
ず
。そ
の
よ
う
な
期
待
か
ら
、

働
き
方
や
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
を
通

じ
て
ス
ト
レ
ス
の
原
因
を
除
去
す
る
取

組
を
行
っ
て
い
る
会
社
も
増
え
て
い
ま

す
。し
か
し
、そ
れ
で
も
日
々
の
ス
ト
レ

ス
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
し
ょ

う
。そ
こ
で
、注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、

ス
ト
レ
ス
を
な
く
す
の
で
は
な
く
、「
ス

ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う
方
法
」を

社
員
に
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
す
。こ

の
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う
方
法

を「
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
」と
い
い
ま

す
。自
分
の
ス
ト
レ
ス
を
客
観
的
に
分

析
、自
ら
対
策
を
講
じ
る
ス
キ
ル
で
す
。

　

代
表
的
な
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
の

手
法
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。例
え
ば「
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る

自
分
」を
観
察
し
て
み
る
。ど
の
よ
う
な

事
実
が
起
き
た
の
か
、ま
た
そ
の
事
実

に
対
し
て
ど
ん
な
感
情
を
抱
い
て
い
る

の
か
、こ
れ
ら
を
紙
に
書
き
出
す
だ
け

で
も
、感
情
を
整
理
し
な
が
ら
ス
ト
レ

ス
要
因
の
解
決
に
向
か
う
こ
と
が
で
き

る
と
い
い
ま
す
。

　

ど
ん
な「
気
晴
ら
し
」が
有
効
か
、で

き
る
だ
け
多
く
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
も
有
効
で
す
。ス
ト
レ
ス
を
生
み
出

し
た
状
況
は
す
ぐ
に
改
善
で
き
な
く
て

も
、こ
れ
さ
え
す
れ
ば
気
持
ち
を
切
り

替
え
ら
れ
る
、と
い
う
手
段
を
常
に
持
っ

て
お
け
ば
、ス
ト
レ
ス
に
苦
し
む
時
間

を
減
ら
せ
る
、と
い
う
発
想
で
す
。ど
ん

な
こ
と
が
よ
い
か
具
体
的
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。映
画
を
見
に
行
く
、山
登
り

を
す
る
と
い
っ
た
週
末
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
も
よ
い
で
す
が
、ス
ト
レ
ス
コ
ー

ピ
ン
グ
に
お
い
て
は
、思
い
立
っ
た
ら

す
ぐ
に
実
行
で
き
る
も
の
を
選
ん
で
お

く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。ペ
ッ

ト
や
子
ど
も
の
写
真
を
見
る
、お
気
に

入
り
の
音
楽
を
聴
く
、青
空
を
見
上
げ

る
等
が
よ
い
例
で
す
。若
手
社
員
の
早

期
離
職
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、「
ス

ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
」の
導
入
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
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POINT

※大企業は2020年6月1日から、中小企業では2022年4月から施行

For

経営陣 育成担当

For
パワハラ、セクハラ行為に対しては迅
速な対処が求められる。若手社員の声
を吸い上げ、経営陣の耳に届ける。

利益の追求だけではなく、社員の満足
度を向上させる経営を！ それが会社
の成長につながる。

働き方
仕事と家庭生活とのバランスを保ち、やりがいを持って長く働き続けられる職場環
境を整えることが、社員の定着には欠かせない。さまざまなバックグラウンドを持
つ社員が活躍できるように、職場環境の整備や多様な勤務形態の整備に取り組む。

評価制度
人事考課の結果をうまく反映できる評価制度や昇給制度をつくり、社員を適切に評
価し、それに応じて昇給・昇進させることで処遇改善につなげる。社員のモチベーショ
ンを上げるために表彰制度（永年勤続、最優秀社員賞、グッドチーム賞、努力賞等）の
導入も効果的。

福利厚生 福利厚生には、社会保険料の拠出以外にも社宅・独身寮、文化・体育・レクリエーション
活動といったさまざまな取組がある。なかには、帰省手当、会社内に喫茶コーナーを設
置するといった、社員の声を反映したユニークな福利厚生を実施している会社もある。

研修制度 よりよい人材を採用し職場定着につなげるには、研修制度を整備する必要がある。
採用段階でのアピールにもなる。社員のキャリアパスや役割に合わせて研修を実施
することで、社員のキャリアアップはもちろん会社全体の戦力アップにつながる。

2020年6月１日に「改正 労働施策総合推進法」が施行され、2022年4月からパワーハラスメント防
止措置が全企業に義務化されました。

職場におけるパワーハラスメントと防止措置

1 身体的な攻撃（暴行・傷害）

2 精神的な攻撃（脅迫・名誉毀損・侮辱・ひどい暴言）

3 人間関係からの切り離し（隔離・仲間外し・無視）

 4  過大な要求（業務上明らかに不要なことや遂行不可
能なことの強制・仕事の妨害）

 5  過小な要求（業務上の合理性なく、能力や経験とかけ離
れた程度の低い仕事を命じることや仕事を与えないこと）

6 個の侵害（私的なことに過度に立ち入ること）

1  職場におけるパワハラの内容・パワハラを行っては
ならない旨の方針を明確化し、労働者に周知・啓発
すること

2  行為者について、厳正に対処する旨の方針・対処の
内容を就業規則等文書に規定し、労働者に周知・啓
発すること

3 相談窓口をあらかじめ定め、労働者に周知すること

4  相談窓口担当者が、相談内容や状況に応じ、適切に
対応できるようにすること

5 事実関係を迅速かつ正確に確認すること

6  速やかに被害者に対する配慮のための措置を適正
に行うこと

7  事実関係の確認後、行為者に対する措置を適正に行
うこと

8  再発防止に向けた措置を講ずること（事実確認がで
きなかった場合も含む）

9  相談者・行為者等のプライバシーを保護するために
必要な措置を講じ、その旨労働者に周知すること

10  相談したこと等を理由として、解雇その他不利益取扱
いをされない旨を定め、労働者に周知・啓発すること

　パワーハラスメント、セクシュアルハラスメント、妊娠・出産・育
児休業等に関するマタニティーハラスメントは、単独ではなく複合
的に生じることも想定し、相談に応じることのできる体制を整備す
ることが必要です。

　パワーハラスメントの原因、背景となる要因を解消するための取
組として、コミュニケーションの活性化のための研修や適正な業務
目標の設定が大切です。

　また、相談体制の整備、被害者のメンタルヘルス不調への相談対応、
マニュアルの作成や研修の実施など被害防止のための取組が不可欠
となります。職場環境の改善に取り組むことで、労働者にとっても会
社にとっても大きな成長をつかめるきっかけになることでしょう。

職場におけるパワーハラスメントに
該当する行為

職場におけるパワーハラスメントを
防止するために講ずべき措置

社員がモチベーションを保ちながら安心して働くためには、会社としてどんなことができるのか考
えてみましょう。

社員の満足度を向上させるために

社員が安心して働ける職場づくり PA RT
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場
定
着
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職
場
定
着
に
つ
な
が
る

処
遇
改
善

やっぱり処遇改善も
欠かせないポイントだな
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働
き
方
、評
価
制
度
な
ど

改
善
は
続
く

　
社
員
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く

り
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。働
き
方
や

評
価
制
度
、福
利
厚
生
、研
修
制
度
等
の

改
善
を
通
じ
て
、「
長
く
働
き
た
い
」と
思

え
る
環
境
を
整
え
た
い
も
の
で
す
。こ
れ

ら
は
、求
人
票
の
中
で
も
求
職
者
の
注
目

度
が
高
い
情
報
で
す
。会
社
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
意
味
で
も
、見
直
し
を
続
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ば「
働
き
方
」で
す
。残
業
が
多
す

ぎ
る
、休
み
が
と
れ
な
い
な
ど「
働
き
す

ぎ
」が
常
態
化
す
る
と
、社
員
の
心
身
に

悪
影
響
を
与
え
、早
期
離
職
の
要
因
に
な

る
こ
と
か
ら
、業
務
効
率
の
低
下
や
会
社

の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

業
務
効
率
ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、社
員

そ
れ
ぞ
れ
が
十
分
な
休
暇
が
と
れ
る
職

場
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
業
種
、職
種
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、

昨
今
で
は
、始
業
時
間
と
終
業
時
間
が

定
め
ら
れ
た
従
来
の
働
き
方
を
見
直
し
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
導
入
す
る
会

社
も
あ
り
ま
す
。

　
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
と
は
、社
員
自

身
が
勤
務
す
る
時
間
帯
を
決
め
ら
れ
る

働
き
方
の
こ
と
。社
員
た
ち
に
は「
通
勤

ラ
ッ
シ
ュ
を
避
け
ら
れ
る
」「
自
分
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
効
率
的
な

働
き
方
を
選
べ
る
」な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、会
社
に
と
っ
て
も「
自

由
度
の
高
い
働
き
方
が
魅
力
と
な
り
、優

秀
な
人
材
を
惹
き
付
け
ら
れ
る
」な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
人
事
評
価
制
度
は
、明
確
で
、社
員
に

分
か
り
や
す
く
、納
得
度
の
高
い
も
の
に

し
ま
す
。誰
も
が
、自
分
の
働
き
や
結
果
、

能
力
を
基
準
に
、公
平
な
評
価
を
受
け
た

い
と
思
う
も
の
で
す
。年
功
序
列
型
の
賃

金
制
度
や
、成
果
主
義
型
の
賃
金
制
度
な

ど
、制
度
の
在
り
方
は
会
社
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、そ
れ
が
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。ま
た
、評

価
基
準
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。社
員
が「
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

れ
る
の
か
分
か
ら
な
い
」状
態
で
は
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
巻
頭
企
画
や
P
A
R
T
1（
18
ペ
ー

ジ
参
照
）で
も
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、人

材
育
成
・
研
修
制
度
の
充
実
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。自
己
成
長
が
望
め
る
会
社
を
選
択

す
る
若
手
社
員
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

若
手
社
員
の
成
長
は
、戦
力
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
や
職
場
定
着
に
も
つ
な
が
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
に
は

断
固
た
る
態
度
を

　
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

注
目
さ
れ
、問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。各

種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
に
対
し
て
は
、迅

速
に
、か
つ
断
固
た
る
対
策
を
講
じ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。2 

0 

2 

0
年
6※
月

に
は
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法（
改
正
労
働
施
策

総
合
推
進
法
）も
施
行
さ
れ
ま
し
た
。社

員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
害
す
る
ば
か

り
か
、職
場
の
空
気
を
悪
く
し
、業
績
悪

化
を
招
く
行
為
と
し
て
、経
営
陣
は
社
員

に
対
し
て「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
は
絶
対

に
許
さ
な
い
」と
い
う
指
針
を
示
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
が
発

生
し
た
場
合
の
処
罰
の
内
容
や
相
談
窓

口
な
ど
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る

ル
ー
ル
を
作
成
、周
知
徹
底
し
ま
す
。さ

ら
に
、社
員
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
何
か
、ど
の
よ
う
に
し

て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
起
き
る
の
か
、起
き

た
と
き
に
は
ど
う
対
処
す
れ
ば
い
い
の

か
な
ど
、正
し
い
知
識
を
提
供
し
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、各
種
の
外
部
研
修
を
利

用
し
、各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
の
も
い
い
で
し
ょ

う
。
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東
京
し
ご
と
財
団
の
サ
ー
ビ
ス
紹
介

東京しごとセンター・ヤングコーナーにお任せください！
東京しごとセンター・ヤングコーナーは、学生を含む就職を希望する29歳以下（※一部34歳以下の方も利用
可）の若者に、就職・転職のための支援サービスを提供しています。
企業向けには、企業情報の公開サービスや求職者との接触機会の創出に積極的に取り組んでいるほか、若手
社員の採用・育成や職場定着を支援する無料セミナーの開催等、企業の採用・育成担当者や若手社員の支援
も行っています。

若手社員の採用や職場定着支援は

34歳以下の方を採用予定の
企業情報を公開します！

花マル企業の基準

●若手社員の正社員採用・人材育成に積極的に取り組む企業
●ヤングコーナーで正社員の企業情報シートを公開している企業
●以下の数値要件を満たしていること

ヤングコーナーが定めた基準を満たした、
都内（就業場所を含む）の企業です。基準は以下のとおりです。

① 前事業年度において正社員の月平均所定外労働時間が20時間以下、かつ月平均の法定時間外労働60時間以上の正社員が1人もいないこと
②前事業年度において有給休暇の年平均取得日数が10日以上
③ 直近3事業年度において正社員として就職した34歳以下のうち同期間に離職した者の割合が20%以下 
（直近3事業年度の採用者数が3人又は4人の場合は、離職者数が1人以下）

人材確保・職場環境整備事業のご案内
東京しごと財団 企業支援部では、人材確保や職場環境の整備（助成金等）に関する
企業向け支援事業に取り組んでいます。

人材確保相談窓口のご案内
相談窓口では、専任の相談員が採用活動に関するさまざまなお悩
みやご要望をお伺いし、労働市場の現状や採用活動に関する基礎
知識等のアドバイスを行います。また、「コンサルティング支援」※

や「人材確保セミナー」など、適切な支援メニューをご案内します。
（事前予約制）

※ コンサルタントが企業を訪問し、採用に関する課題の整理・解決を無料
でサポートします。

　人材確保支援係　TEL／03-5211-2174

（公財）東京しごと財団 企業支援部　TEL／03-5211-2395

所在地 〒102-0072
東京都千代田区飯田橋3-8-5　住友不動産飯田橋駅前ビル10・11階
業務時間　 平日 9時～17時 

※12時～13時除く ※土日・祝日・年末年始は休業

お問い合わせは
事業担当別に承ります。

採用・人事担当者、管理職対象
● 企業向けセミナー 
採用計画立案・採用労務・自社PR方法・面接官スキルアップ等の若手社員の
採用ノウハウや、内定辞退防止や定着、人材育成・研修等の育成支援を中心
としたセミナーを開催しています。

経営陣・管理職対象、育成担当対象
● 早期離職防止セミナー 
中小企業の経営陣、管理職、育成担当の方を対象に、若手社員の早期離職を
防ぎ、職場定着を図るセミナーを実施しています。

29歳以下の若手社員対象
● ビジネス力UP講座 
若手社員のモチベーション&スキルを向上し職場定着を目指すセミナーです。 
新入社員の導入研修に最適な入社1年目対象（基礎編3日間・応用編4日間）
の講座と、ステップアップを目指す入社2~3年目対象（基礎編3日間・応用編
4日間）の講座等を実施しています。

セミナーの詳細は、
Webサイトでご覧いただけます。
https://www.tokyoshigoto-young.jp/company

その他の事業詳細は、
Webサイトでご覧いただけます。
https://www.koyokankyo.shigotozaidan.or.jp/

（飯田橋駅前ビル）

ヤングコーナーの担当者が直接取材し、「企業情報シート」を作成、ヤングコーナー業界職種企業ラボで公開
します。新卒を含む34歳以下の方に向けて「企業情報シート」をPCや情報誌ファイルなどで検索・閲覧でき
るようにし、情報提供アドバイザーによる１対１での解説を行うことで、求職者からの自己応募につなげます。

企業情報公開の流れ

東京しごとセンター・ヤングコーナースペシャルサイトからのお申込み

ヤングコーナー
業界職種・企業ラボ

情報提供アドバイザーが
1対1で業界・職種について解説

企業情報検索・閲覧

詳細な企業情報や求める
人材像などを伺います。

企業情報取材

ヤング
コーナー
担当者

《企業情報シート》
作成・公開

各自で応募

求職者

■  毎月月末頃に公開情報の変更や終了をヤングコーナーから確認します。 
※企業情報登録・公開については、4月1日から順次受付、公開終了は翌年3月31日までとなります。 
※募集が終了した場合や変更事項が生じた場合は、ヤングコーナーまでご連絡をお願いします。

■  以下の点にご留意ください。 
❶新卒者等の若手社員を正社員・契約社員（正社員登用制度あり）として採用する予定があること。 
❷都内に人事権又は採用予定者の就業場所があること。 
❸職業あっせんを行うサービスではありません。

■  「花マル企業」について 
若手社員の採用・育成に積極的で、若者の雇用管理の状況などが 
優良な中小企業をヤングコーナーが認定しています。

各種告知の際、花マルマーク
を付与してPRを実施します。
また、各種イベントへの当選
確率が上がる等があります。

「花マル企業」のメリット

https://tokyoshigoto-young.jp/company#cp04企業情報登録フォームより
お申込みください。
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各種研修・セミナー・相談・助成金、労務相談、
メンタルヘルス等に関する施設・機関

〒102-0072　
東京都千代田区飯田橋3-10-3
TEL／03-5211-2200　
https://www.hataraku.metro.tokyo.lg.jp/
soudan-c/center/

●東京都労働相談情報センター
各職業能力開発センター又は
東京都産業労働局 雇用就業部 能力開発課 公共訓練担当
TEL／03-5320-4716
https://www.hataraku.metro.tokyo.lg.jp/
kyushokusha-kunren/school/

●東京都立職業能力開発センター

東京都が設置する施設・機関

求人のご相談等は
最寄りのハローワークをご利用ください。

https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-hellowork/

●都内ハローワーク

〒169-0073　
東京都新宿区百人町4-4-1 新宿労働総合庁舎1～3階

●厚生労働省 東京労働局 職業安定部
　ハローワーク助成金事務センター

●厚生労働省 東京労働局
　雇用環境・均等部
〒102-8305
東京都千代田区九段南1-2-1 九段第3合同庁舎14階
　助成金関係  
　TEL／03-6893-1100
　雇用均等・両立支援・パート有期担当 
　TEL／03-3512-1611
　労働契約法（無期転換ルール）担当 
　TEL／03-6867-0211
　働き方改革・フリーランス担当 
　TEL／03-6867-0211
　広報・労働法制セミナー・その他 
　TEL／03-6867-0212

国が設置する施設・機関

その他の施設・機関
●独立行政法人 労働者健康安全機構
　東京産業保健総合支援センター
〒102-0075 
東京都千代田区三番町6-14 日本生命三番町ビル3階
TEL／03-5211-4480
https://www.tokyos.johas.go.jp

〒101-0025　
東京都千代田区神田佐久間町1-9 東京都産業労働局秋葉原庁舎2階
TEL／03-3251-7904　
https://www.tokyo-kosha.or.jp

●公益財団法人 東京都中小企業振興公社
　総合支援部企業人財支援課

〒102-8643 
東京都千代田区平河町2-13-12
TEL／03-3511-4001
https://www.jpc-net.jp

●公益財団法人 
　日本生産性本部

〒100-0005　
東京都千代田区丸の内3-2-2 丸の内二重橋ビル
https://www.tokyo-cci.or.jp

●東京商工会議所
　人材支援センター
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東京しごとセンター・ヤングコーナー
東京しごとセンターは、東京都が都民の雇用や就業を支援するために設置した〈しごとに関するワン
ストップサービスセンター〉です。
29歳以下(一部のサービスは34歳以下)の求職者を対象としたヤングコーナーでは、一人ひとりの適
性や状況を踏まえたきめ細やかな就業相談（キャリアカウンセリング）から、就職活動や就職後に役立
つ知識・スキルを習得するための各種セミナーや能力開発、求人情報の提供・職業紹介まで、一貫したサー
ビスを提供しています。企業向けのサービスとして、企業情報の公開、企業説明会・面接会等の実施、お
よび若手社員の採用・育成・職場定着を促進するセミナーも開催しています。
詳しくは東京しごとセンター・ヤングコーナーのスペシャルサイトをご覧ください。
https://tokyoshigoto-young.jp/company

東京しごとセンター・ヤングコーナー
東京しごとセンターは、東京都が都民の雇用や就業を支援するために設置した〈しごとに関するワン
ストップサービスセンター〉です。
29歳以下(一部のサービスは34歳以下)の求職者を対象としたヤングコーナーでは、一人ひとりの適
性や状況を踏まえたきめ細やかな就業相談（キャリアカウンセリング）から、就職活動や就職後に役立
つ知識・スキルを習得するための各種セミナーや能力開発、求人情報の提供・職業紹介まで、一貫したサー
ビスを提供しています。企業向けのサービスとして、企業情報の公開、企業説明会・面接会等の実施、お
よび若手社員の採用・育成・職場定着を促進するセミナーも開催しています。
詳しくは東京しごとセンター・ヤングコーナーのスペシャルサイトをご覧ください。
https://tokyoshigoto-young.jp/company

はじめに

本書は中小企業で働く若手社員の早期離職防止に役立つ情報

をまとめています。

採用や人材育成に関するノウハウだけではなく、職場でのコミュ

ニケーションを円滑にする方法にもスポットをあてることで、

「若手社員が長く働ける職場づくり」に役立つ本となっています。

初めて育成を任された担当者の方、若手社員の早期離職に 

悩む経営陣や管理職の方はもちろん、若手社員の成長を見

守るすべての方々にとって課題解決の一助となることを 

願っています。

東京しごとセンター・ヤングコーナー
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